
45 広報なんたん4・5月号 広報なんたん4・5月号

特集　地域活力に溢れた南丹市を目指して

南丹市予算を家計にたとえてみました
　南丹市の平成２３年度予算一般会計の歳入（収入）・歳出（支出）を５００万円の家計にたとえる
と、給与収入が約９９万円になります。この収入だけでは家族全員の生計が成り立たないので、親（国
や府など）から大きな援助を受けていますが、給与、副収入、親からの援助とも減少しています。反対
に預貯金の取り崩し、金融機関からの借り入れは増加し、厳しい家計状況です。
　支出では、食費（人件費）を切り詰めながら、できるだけ無駄をなくして、今あるものを有効に活用し
ていく一方、家の増改築（事業費）も行い、生活環境を向上させる努力もしていきます。
　この厳しい家計の状況を改善していくためには、家族全員の理解と協力が必要です。南丹市の将来
のため、知恵を出し合い、助け合いながら、快適な暮らしを築いていきましょう。

　
　
　育
て
支
援

　
南
丹
市
子
育
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
発
達
支
援
相
談
事
業
、

療
育
事
業
、
日
中
一
時
預
か
り
事
業
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
相
談
員
の
増
員
や

療
育
事
業
送
迎
を
拡
充
し
ま
す（
①
）。

　
昨
年
に
引
き
続
き
市
主
催
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
結
婚
意
欲
を
も
っ

た
方
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
定
住
促
進
の
き
っ
か
け
と
し
ま

す（
②
）。

　
ま
た
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象

に
、
医
師
を
講
師
に
迎
え
て
の
救
急
医

療
受
診
に
関
す
る
講
座
や
、
児
童
虐
待

生
涯
充
実
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
を
創つ

く

る

〈
予
算
の
主
な
事
業
〉

︻
子
育
て
支
援
︼

①
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

 

３
，
９
５
５
万
円

②
若
者
出
会
い
応
援
事
業

 
50
万
円

③
に
こ
に
こ
育
児
推
進
事
業

 
38
万
円

④
児
童
家
庭
相
談
事
業

 
９
８
４
万
円

⑤
保
育
所
改
修
事
業

 

６
，
９
１
７
万
円

︻
教
育
︼

⑥
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
環
境
整

備
検
討
事
業

 

80
万
円

⑦
中
学
校
給
食
施
設
整
備
設
計
委
託

 

１
，
２
０
０
万
円

⑧
こ
と
ば
の
力
育
成
事
業

 ５
０
０
万
円

⑨
読
書
力
・
読
解
力
充
実
支
援
事
業

 

６
０
１
万
円

⑩
小
学
校
教
育
創
造
事
業

 ９
８
０
万
円

⑪
中
学
校
教
育
創
造
事
業

 ５
０
０
万
円

⑫
小
学
校
改
修
事
業

 

２
，
４
４
０
万
円

⑬
中
学
校
改
築
事
業

 

１
億
９
，
１
８
０
万
円

︻
医
療
・
福
祉
・
定
住
︼

⑭
訪
問
介
護
員
養
成
事
業

 １
１
０
万
円

⑮
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業

 

２
億
　
　
１
８
０
万
円

▲昨年度開催した適切な救急医療受診に関する講座
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南丹市一般会計
２１１億６，５００万円 割合

市税	 41 億 9,911 万円 19.8％

使用料、負担金など	 9 億 6,467 万円 4.6％

地方交付税	 94 億 1,000 万円

61.6％国庫・府支出金	 28 億 4,927 万円

譲与税等交付金	 7 億 9,060 万円

市債	 25 億　　　	　円 11.8％

繰入金	 3 億 5,135 万円 1.7％

繰越金	 1 億　	　　 		円 0.5％

南丹市一般会計
２１１億６，５００万円 割合

人件費	 31 億 5,756 万円 14.9％

扶助費	 23 億 1,481 万円 11.0％

公債費	 	38 億 1,537 万円 18.0％

投資的経費	 20 億 2,951 万円 9.6％

物件費	 33 億 8,920 万円 16.0％

維持補修費	 6,484 万円 0.3％

補助費	 27 億 3,719 万円 12.9％

積立金	 	4	億 1,803 万円 2.0％

繰出金	 32	億 1,349 万円 15.2％

貸付金、予備費	 2,500 万円 0.1％

南丹市郎さんの家計
５００万円 前年比

給与	 990,000 円 △ 9.2％

副収入	 230,000 円 △ 2.1％

親からの援助	 3,080,000 円 △ 1.1％

金融機関からの借り入れ	 590,000 円 18.0％

預貯金の取り崩し	 85,000 円 142.9％

前年からの繰り越し	 25,000 円 －

南丹市郎さんの家計
５００万円 前年比

食費	 745,000 円 △ 6.9％

医療費、保険料	 550,000 円 △ 3.5％

ローン返済	 900,000 円 △ 8.2％

家の増改築費	 480,000 円 71.4％

光熱水費、日用品の購入など　　
	 800,000 円 8.1％

家や車の修繕費	 15,000 円 △ 25.0％

親戚への援助など
　　	 645,000 円 △ 18.4％

預貯金の積立	 100,000 円 100％

子どもへの仕送り	 760,000 円 △ 0.7％

慶弔費など	 5,000 円 －

歳入（収入）

歳出（支出）

歳入（収入）

歳出（支出）




